
第２回篠山市東日本大震災復旧復興を支援する市民ネットワーク次第 

と き  平成 23 年 5 月 25 日(水) 午後 2 時～ 

ところ  篠山市民センター 催事場 

 

１． 開  会 

 

２． 災害支援に関する報告 

(ア) 災害支援対策本部の動き 
 

 

 

(イ) 市民災害ボランティア活動について 

 

３． 意見交換 

～今後の東日本大震災の支援に向けて～ 

 

 

４． その他 

 

５． 閉会 

 



○ 篠山市災害支援対策本部の動き 

 「篠山らしい」支援のあり方について 
他市町が実施していない「篠山らしい」受け入れ支援策を、各部署で

検討している。例えば、農都を活かし、農業をしながら短期的に、若し

くは長期的に、被災者の方の受け入れを行うなどが考えられる。 

また、篠山らしさを活かし、お米など数品目に限って、主に南三陸町

を中心に、被災地のニーズを確認して進めていく。秋に収穫された新米

を中心として搬送する。 

 

 被災者の篠山市への受け入れについて 
現在、被災地から篠山市へ移住したいと申し出ておられる方が２件あ

り、現在、物件等を案内している。 

 

 

 放置自転車を活用した支援について 
被災地では、自転車が交通手段として利便性が高いため、篠山市所有

の放置自転車を市民・団体と協働で、点検・整備し被災地へ送る。 

 

 

資 料  １ 




